
大

　

会

　

雑

　

感

三
輪
　
千
年

麦
秋
の
浜
名
湖
畔
で
'
六
月
一
･
二
日
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
､
第
二
六
回
漁
業
経
済
学
会
が
開
催
さ

れ
た
｡
今
年
の
大
会
ソ
/
ポ
ジ
ウ
ム
　
｢
水
産
物
の
需

要
･
消
費
問
題
｣
は
､
水
産
物
の
需
給
関
係
を
需
要

･
消
費
の
面
か
ら
と
ら
え
'
そ
れ
ら
を
規
定
す
る
社

会
的
､
経
済
的
要
因
を
解
明
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的

と
し
て
い
た
｡

昨
年
の
第
二
五
回
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
'

二
〇
〇
カ
イ
-
時
代
の
水
産
物
の
流
通
機
構
.
特
に

中
間
流
通
段
階
で
の
中
央
卸
売
市
場
に
お
け
る
諸
問

題
を
'
東
京
と
大
阪
の
中
央
卸
売
市
場
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
論
議
さ
れ
た
｡

こ
れ
ら
の
機
構
･
構
造
面
か
ら
の
論
議
を
踏
え
て
､

今
年
の
大
会
で
は
､
長
谷
川
彰
氏
は
'
高
度
経
済
成

長
期
後
半
の
水
産
物
の
需
要
･
消
費
の
特
赦
香
肉
類

と
の
競
合
関
係
②
品
目
構
成
に
お
け
る
平
準
化
と
高

価
格
化
の
指
向
)
を
規
定
す
る
社
会
的
要
因
と
し
て
〝
生

活
様
式
の
変
化
″
と
〝
伝
統
的
食
事
様
式
の
変
化
″

を
あ
げ
'
高
度
成
長
期
の
個
人
所
得
の
増
加
　
(
経
済

的
要
因
)
　
と
〝
生
活
様
式
の
変
化
〃
が
結
び
つ
い
て

都
市
を
中
心
に
し
て
進
行
し
て
い
る
水
産
物
の
選
択

的
消
費
　
(
〝
中
高
級
魚
″
消
費
と
加
工
品
消
費
)
　
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
切
り
込
み
を
試
み
た
｡
同
じ
く
都
市

に
お
け
る
消
費
構
造
を
分
析
し
た
倉
田
亨
氏
は
'
水

産
物
流
通
諸
統
計
資
料
の
不
統
1
と
不
備
を
指
摘
し

た
-
え
で
'
需
要
･
消
費
分
析
に
際
し
て
'
家
庭
内

消
費
等
の
1
般
消
費
　
(
最
終
消
費
の
こ
と
か
)
　
だ
け

で
な
く
､
外
食
産
業
や
'
中
央
卸
売
市
場
か
ら
消
費

者
に
わ
た
る
ま
で
に
農
産
物
や
畜
産
物
と
合
成
さ
れ

て
〝
魚
〝
で
な
く
な
る
業
務
用
消
費
(
g
産
的
消
費
)

に
注
意
を
払
-
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
'
｢
魚
離
れ
｣

現
象
に
つ
い
て
も
疑
問
を
投
げ
か
け
た
｡

農
村
に
お
け
る
消
費
構
造
を
都
市
と
の
対
比
で
類

型
化
し
た
福
屋
敬
宣
氏
は
､
農
村
で
の
水
産
物
流
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
と
消
費
構
造
の
変
化
を
と
ら

え
て
､
供
給
側
　
(
こ
の
場
合
は
流
通
業
者
等
)
　
の
対

応
が
消
費
を
規
定
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
論
じ

た
｡

平
沢
豊
氏
は
'
欧
米
の
主
要
漁
業
国
に
お
い
て
は

漁
業
が
畜
産
飼
料
用
､
､
､
-
ル
生
産
と
養
殖
業
に
特
化

し
て
お
り
'
こ
う
し
た
生
産
構
造
の
特
定
化
が
特
定

資
源
の
乱
獲
と
生
物
体
系
の
崩
湊
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
と
指
摘
し
､
均
正
の
と
れ
た
需
給
構
造
を
作
り

出
す
た
め
に
は
資
源
管
理
型
漁
業
の
確
立
を
強
調
し

た
｡
水
産
物
の
需
要
･
消
費
を
､
今
日
の
二
〇
〇
ヵ
イ

-
体
制
下
の
需
給
構
造
か
ら
整
理
す
る
と
'
①
世
界

的
二
〇
〇
カ
イ
-
規
制
に
よ
る
海
外
で
の
漁
場
･
漁

獲
の
減
少
と
生
産
体
制
の
縮
小
再
編
　
(
遠
洋
漁
業
に

お
け
る
生
産
量
の
減
少
､
入
漁
料
･
協
力
費
等
の
生

産
コ
ス
ト
の
増
大
)
､
②
五
二
年
来
の
二
〇
〇
ヵ
イ

-

〝

シ

m

ッ

ク

〃

を

利

用

し

た

　

｢

魚

こ

ろ

が

し

｣

｢
魚
か
く
し
｣
と
い
っ
た
流
通
機
構
に
お
け
る
問
題

と
､
一
時
的
魚
価
高
現
象
､
③
四
八
年
の
石
油
危
機

に
起
因
す
る
高
度
成
長
の
頭
打
ち
と
'
円
高
不
況
に

ょ
る
国
内
需
要
の
低
迷
　
(
減
速
経
済
下
に
お
け
る
個

人
所
得
の
相
対
的
減
少
に
よ
る
購
買
力
の
低
下
)
'

④
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
国
民
生
活
様
式
の
ア

メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
化
　
(
都
市
化
に
象
徴
さ
れ
る
､
居
住

環
境
の
変
化
'
核
家
族
化
等
に
よ
る
食
生
活
の
簡
素

化
)
､
⑤
若
年
層
を
中
心
と
し
て
顕
著
に
な
っ
て
き

た
　
｢
魚
離
れ
｣
の
現
象
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
｡
四
氏

の
報
告
は
'
以
上
の
な
か
で
も
'
④
と
⑤
と
の
関
連

で
の
報
告
が
多
か
っ
た
よ
-
だ
｡
長
谷
川
氏
は
'
米

と
魚
の
結
び
つ
き
を
基
調
に
'
魚
食
文
化
論
的
視
点



2

か
ら
'
米
と
魚
の
伝
統
的
食
事
様
式
の
崩
壊
過
程
と

そ
の
規
定
要
因
を
見
棲
わ
め
る
作
業
の
1
つ
に
'
生

活
様
式
の
変
化
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
｡
さ
ら
に
'
倉
田
氏
は
､
需
要
の
量
的
拡
大

(
産
地
及
び
地
方
卸
売
市
場
の
全
国
的
整
備
'
ネ
ッ

ー
ワ
ー
ク
化
)
　
は
地
域
的
拡
大
と
と
も
に
､
外
食
産

業
が
国
民
の
余
暇
時
間
の
増
大
や
レ
ジ
ャ
ー
化
と
結

び
つ
い
て
潜
在
的
需
要
を
開
拓
し
て
い
っ
た
点
に
､

今
日
の
水
産
物
消
費
の
傾
向
を
と
ら
え
よ
-
と
し
た

も
の
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
ら
の
論
議
で
は
'
消
費
の
特

徴
的
傾
向
に
つ
い
て
は
分
析
に
有
効
で
あ
ろ
-
が
､

構
造
的
な
も
の
へ
の
接
近
に
も
-
1
　
つ
感
が
あ
る
｡

消
費
問
題
は
'
1
面
に
お
い
て
､
国
民
の
噂
好
を

形
成
す
る
伝
統
､
習
俗
と
い
っ
た
文
化
面
と
深
い
係

わ
り
を
持
っ
て
お
り
､
国
民
の
生
活
様
式
'
食
事
様

式
が
需
要
･
消
費
の
社
会
的
規
定
要
因
を
な
す
も
の

と
思
わ
れ
る
が
､
他
面
'
需
要
･
消
費
を
構
造
的
に

解
明
し
ょ
う
と
す
る
場
合
に
は
'
日
本
経
済
の
産
業

シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
に
よ
る
単
純
作
業
労
働
の
増
加

や
衝
肉
労
働
か
ら
頭
脳
･
精
神
労
働
へ
の
質
的
変
化

と
い
っ
た
労
働
過
程
で
の
労
働
力
消
費
形
態
の
変
化

と
､
労
働
力
の
再
生
産
構
造
　
(
都
市
に
お
け
る
勤
労

者
世
帯
の
所
得
水
準
'
居
住
環
境
'
共
稼
ぎ
化
'
余

暇
時
間
な
ど
､
農
漁
村
に
お
け
る
経
営
の
兼
業
化
､

労
働
老
化
'
所
得
水
準
と
い
っ
た
も
の
と
の
係
わ
り

に
お
い
て
も
)
　
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
と
さ
れ
よ
-
｡
こ
-
し
た
視
点
か
ら
の
構
造

分
析
と
国
民
栄
養
的
視
点
か
ら
の
分
析
は
'
後
日
の

課
題
と
さ
れ
よ
-
0

第

二

六

回

漁

業

経

済

学

会

大

会

開

催

さ

れ

る

｡

六
月
l
上
古
'
静
岡
県
浜
名
湖
畔
の
舞
坂
町
弁

天
島
浜
名
巷
に
て
第
二
六
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡
参
加
者
五
〇
余
名
'
合
宿
大
会
の
例
に
も
れ
ず
論

議
は
深
夜
に
ま
で
持
ち
こ
さ
れ
ま
し
た
o
今
回
は
1

日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
'
｢
水
産
物
の
清
華
｡
消
費
問
題
｣
'

二
日
一
般
報
告
と
い
-
日
程
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
｡

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
　
水
産
物
の
需
要
･
消
費
問
題

一
､
水
産
物
需
要
･
消
費
変
化
の
諸
要
因

長
谷
川
　
彰

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
小
野
征
1
郎

二
､
農
村
に
お
け
る
水
産
物
消
費
構
造
の
変
化

福
屋
　
敬
宣

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
広
吉
　
勝
治

三
､
都
市
に
お
け
る
生
鮮
水
産
物
の
消
費
構
造

-
業
務
消
費
と
一
般
消
費
の
変
化
と
そ
の

促
進
･
抑
制
要
因
を
中
心
に
　
-

倉

田

　

　

亨

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
岩
切
　
成
郎

四
､
水
産
物
の
需
要
･
消
費
構
造
の
変
動
と
漁
菜
構

造
に
及
ぼ
す
影
響

-
　
畜
産
物
と
の
競
合
　
-
平
沢
　
　
畳

コ
メ
/
チ
ー
タ
ー
　
秋
谷
　
重
男

五
､
総
合
討
論
　
司
会
　
青
木
武
T
.
池
田
　
均

一
般
報
告

1
､
食
糧
需
給
に
お
け
る
水
産
物
と
畜
産
物
の
親
合

浦
城
　
晋
1

二
､
吸
水
産
魚
介
類
の
流
通
･
消
費
構
造

-
　
琵
琶
湖
産
魚
介
類
を
中
心
に
　
-

榎

　

　

彰

徳

四
'
北
海
道
水
産
加
工
業
の
構
造
変
化

長
谷
川
健
二

五
､
ア
サ
-
の
資
源
管
理
に
つ
い
て

青
木
　
武
一

六
､
海
外
基
地
漁
業
の
問
題
点

-
　
沖
縄
船
蒋
南
方
カ
ツ
オ
釣
漁
業
を
例
に
　
-

八
木
　
康
夫

七
'
漁
業
の
労
働
対
象
に
関
す
る
1
考
察

田
中
　
正
紀

八
'
低
成
長
下
の
ま
き
網
漁
業
経
営
再
建
澄
め
ぐ
る

諸
開
港

大
海
原
　
宏



宏　豊　彰

監

事

浅　岩　書　中　広　志　倉　大

野　切　木　楯　吉　村　田　島

◎
総
会
議
事
　
(
抄
録
)

1
､
昭
和
五
三
年
度
事
業
報
告

会
員
動
向
､
会
誌
発
行
等

二
､
昭
和
五
三
年
度
決
算
　
(
別
掲
)
同
監
査
報
告
承

認

三
'
昭
和
五
四
年
度
予
算
案
　
(
別
掲
)
　
承
認

四
'
学
会
々
則
改
正
案
　
(
別
掲
)
　
承
認

五
､
役
員
改
選

新
役
員
を
次
の
と
お
り
選
出
　
(
順
不
同
)

理
事
　
秋
山
秋
谷
高
山
西
村
中
井
長
谷
川

平
沢
大
海
原

博
1

重
男
隆
三
章
作昭

小
野
征
一
郎

加
瀬
　
和
俊

堀
口
　
健
治

服
部
中
居
鈴
木
池
口
庄
司
柿
本
浦
城

昭裕旭均
東
助
典
昭

晋
一

(

全

　

漁

　

連

)

(
埼
　
玉
　
大
　
学
)

(
慶
　
応
　
大
　
学
)

(
東
海
区
水
研
)

(
東
京
水
産
大
学
)

(

　

　

　

〝

　

　

　

)

(

　

　

〝

　

　

　

)

(

　

　

　

〝

　

　

　

)

(

　

　

　

〝

　

　

　

)

(

　

　

　

〝

　

　

　

)

(
東
京
農
業
大
学
)

(
海
　
上
　
労
　
研
)

(
政
治
経
済
研
)

(
北
海
道
大
学
)

(
北
海
道
総
研
)

(
東
　
北
　
水
　
研
)

(
金
　
沢
　
大
　
学
)

(
三
　
重
　
大
　
学
)

棄
二亨

賢
男
勝
治興

(
関
西
学
院
大
学
)

(
近
　
畿
　
大
　
学
)

(
広
　
島
　
大
　
学
)

(
水
産
大
学
校
)

(
九
　
州
　
大
　
学
)

武
一
(
長
　
崎
　
大
　
学
)

成
郎
　
(
鹿
児
島
大
学
)

長
光
　
(
日
本
ト
ロ
ー
ル
捕
鯨
漁

船
保
険
組
合
)

岡
　
　
伯
明
　
(
水
産
経
営
技
術
研
)

六
､
学
会
賞
選
考
委
員
会
報
告
及
び
賞
状
授
与

昭
和
五
三
年
度
学
会
賞

八
木
庸
夫
｢
漁
家
経
営
論
｣
北
斗
書
房

石
田
好
数
｢
日
本
漁
民
史
｣
三
1
書
房

七
'
五
四
年
度
事
業
計
画

大
会
開
催
地
を
東
京
と
す
る
｡

そ
の
他
は
在
京
理
事
会
で
実
施
計
画
を
た
て

る
こ
と
と
す
る
｡

八
㌧
　
そ
の
他

①
　
五
四
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
･
テ
ー
マ
に
関
し

て
会
員
各
位
か
ら
意
見
を
六
月
末
ま
で
に
出

し
て
頂
く
こ
と
｡
(
荏
)
会
誌
発
送
の
都
合

で
'
こ
れ
を
七
月
末
と
変
更
-
<
在
京
理
事

会
承
認
>

②
　
水
産
学
研
究
連
絡
会
へ
の
参
加

日
本
学
術
会
議
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
表
記

の
会
に
参
加
す
る
こ
と
と
し
た
｡

今
秋
一
〇
月
四
日
当
連
絡
会
と
関
係
学
会
の

共
催
に
よ
り
｢
多
獲
性
魚
類
の
流
通
問
題
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
が
北
大
水
産
学
部

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
｡
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
は
本
学
会
よ
り
中
井
昭
､
長
谷
川
彰
'

増
田
洋
､
広
書
勝
治
の
四
氏
が
討
論
に
参
加

す
る
予
定
｡

③
　
全
国
理
事
会
で
会
誌
へ
の
　
｢
投
稿
規
定
｣
　
の

見
直
し
､
｢
学
会
賞
選
考
規
定
｣
　
の
作
成
が

要
請
さ
れ
'
在
京
理
事
会
で
検
討
す
る
こ
と

と
な
っ
た
｡

◎
代
表
理
事
･
常
任
理
事
･
顧
問
の
選
出

総
会
で
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
後
'
理
事
会
を

開
催
し
'
代
表
理
事
･
常
任
理
事
･
顧
問
を
選
出

し
た
｡
代
表
理
事
　
平
沢
　
　
量

常
任
理
事
　
大
海
原
　
宏

小
野
征
一
郎

堀
口
　
健
治

服

部

　

　

昭

加
瀬
　
和
俊

中

居

　

　

裕

顧

　

　

問

　

近

藤

　

康

男

岡
本
　
清
造



別掲1　昭和53年度決算報告(昭和54年3月31日現在)

○収入の部　　　　　　　　　　　　　　　○支出の部

科目 冰ﾈ蠅�決算 �盈｢�予算 佇亥｢�

会費 ��ﾃ���ﾃ����966,500 ���8ﾟﾉN��1,700,000 塔3"ﾃC���

ホ｣ナス.カンパ ����ﾃ����159,000 �,ｩ�ﾙJﾙ�yN��200,000 ���"ﾃS���

金誌売上 ����ﾃ����98,240 倬ik�ｼyN��180,000 ��sRﾃs���

寄付金 �3��ﾃ����355,000 ��9N��10,000 澱ﾃSヲ�

広告料 �#�ﾃ����- ��X檍ﾆ���150,000 ���

雑収入 迭ﾃ����25,088 儿�%8ｾ��40,000 �3�ﾃ鼎B�

前期繰越金 都c2ﾃsC��763,740 倅yN��ﾄｨ葎ｾ��15,000 93,000 ��ﾃ#�づ#sR�

合計 �"ﾃ3モﾃsC��2,367,568 俘xﾇb�2,388,740 �"ﾃ3crﾃSc��

特別会計

(定額貯金)

200, 000

預金(銀　行)　　357,685

(郵便局)　　750, 692

振　替貯　金　　46,422

現　　　　金　　　53, 476

1. 208, 275

○支出の部

別掲2　昭和54年度予算

○収入の　部

科目 鉄9D�7��54年度 �盈｢�53年度 鉄ID�7��

会費 ��ﾃ���ﾃ����1,135,000 ���8ﾟﾉN��1,700,000 ��ﾃs��ﾃ����

ボーナス.カンパ ����ﾃ����100,000 �,ｩ�ﾙJﾙ�yN��200,000 �#��ﾃ����

金誌売上 ����ﾃ����50,000 倬ik�ｼyN��180,000 �3��ﾃ����

寄付金 �3��ﾃ����300,000 ��9N��10,000 �3�ﾃ����

広告料 �#�ﾃ����10,000 ��X檍ﾆ���150,000 ��S�ﾃ����

雑収入 迭ﾃ����5,000 儿�%8ｾ��40,000 塔�ﾃ����

前期繰越金 都c2ﾃsC��1,208,275 倅yN��ﾄｨ葎ｾ��15,000 93,000 ��Rﾃ����3sづ#sR�

合計 �"ﾃ3モﾃsC��2,853,275 俘xﾇb�2,388,740 �"ﾃゴ2ﾃ#sR�

第
四
条

漁
業
経
済
学
会
々
則

総

　

則

本
学
会
は
漁
業
経
済
学
会
と
称
す
る

本
学
会
の
事
務
局
は
東
京
都
港
区
港
南

四
-
五
-
七
東
京
水
産
大
学
内
に
お
く

目
的
及
び
事
業

本
学
会
は
漁
業
経
営
'
漁
業
政
策
'
漁

業
統
計
'
漁
業
史
､
漁
村
社
会
生
活
､

そ
の
他
漁
業
経
済
l
殻
に
関
す
る
理
論

及
び
応
用
を
研
究
す
る
を
以
て
目
的
と

す
る

第
三
章
第
五
条

本
学
会
は
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め

左
の
事
業
を
行
-

二
　
会
誌
｢
漁
業
経
済
研
究
｣
の
発
行

二
'
年
7
回
以
上
大
会
を
開
き
会
員
の
研

究
発
表
及
び
討
論

≒
　
研
究
会
又
は
講
演
会
の
開
催

四
､
会
員
名
簿
の
作
成

五
'
学
会
賞
の
授
与

六
､
そ
の
他
､
本
学
会
の
目
的
達
成
に
必

要
な
事
項

会

　

員

本
学
会
の
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
金

五
､
〇
〇
〇
円
を
納
め
る

入
会
希
望
者
は
会
員
の
推
せ
ん
と
理
事

会
の
蔑
認
を
要
す
る



第
六
条
　
本
学
会
々
員
は
左
の
資
格
を
有
す
る

一
'
漁
業
経
済
研
究
及
び
会
報
へ
の
投
稿

二
､
大
会
'
研
究
会
'
講
演
会
へ
の
出
席

と
研
究
発
表

三
､
漁
業
経
済
研
究
､
会
報
'
な
ら
び
に

会
員
名
簿
の
受
領

第
四
章
　
機
関
及
び
運
営

第
七
条
　
本
学
会
の
役
員
と
し
て
代
表
理
事
'
理

事
､
監
事
若
干
名
を
置
く

第
八
条
　
理
事
及
び
監
事
は
会
員
総
会
に
お
い
て

選
出
す
る

第
九
条
　
役
員
の
任
期
は
二
ヶ
年
と
し
再
選
を
妨

げ
な
い

第
十
条
　
理
事
会
は
代
表
理
事
を
選
考
し
'
常
任

理
事
若
干
名
を
互
選
す
る

第
十
一
条
　
代
表
理
事
は
本
学
会
を
代
表
す
る

常
任
理
事
は
会
務
を
分
掌
す
る

監
事
は
資
産
及
び
会
計
の
監
査
を
す

る

第
十
二
条
　
本
会
に
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る

顧
問
は
理
事
会
に
お
い
て
こ
れ
を
委

嘱
す
る

顧
問
は
重
要
事
項
に
つ
き
理
事
会
の

諮
問
に
応
じ
る

第
十
三
条
　
代
表
理
事
は
理
事
会
及
び
会
員
総
会

を
招
集
す
る

第
十
四
条
　
理
事
会
は
左
の
事
項
を
議
決
す
る

一
'
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
こ
と

二
､
会
務
執
行
に
関
す
る
こ
と

三
.
そ
の
他
重
要
会
務
に
関
す
る
こ
と

前
各
号
の
事
項
に
つ
い
て
は
会
員
総

会
の
蔑
認
を
-
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
十
五
条
　
会
員
総
会
は
毎
年
一
回
開
催
す
る

又
必
要
な
る
場
合
は
臨
時
総
会
を
開

く
こ
と
が
で
き
る

第
五
費
　
会
　
計

第
十
六
条
　
本
学
会
の
経
費
は
左
に
よ
る

四
'
そ
の
他

第
十
七
条
　
本
学
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一

日
よ
り
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一
日

に
終
る

(
附
　
則
)

第
十
八
条
　
本
会
会
則
は
総
会
の
議
を
経
な
け
れ

ば
変
更
で
き
な
い

以

　

上

◎
第
一
回
在
京
理
事
会
(
六
月
-
五
日
)
報
告

1
､
｢
事
務
局
通
信
｣
に
つ
い
て

①
　
第
二
七
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
･
テ
ー
マ
に

関
す
る
意
見
徴
収
の
〆
切
を
七
月
末
と
す
る
｡

②
　
会
誌
へ
の
投
稿
希
望
の
ア
ン
ケ
-
ー
調
査
'

投
稿
規
定
に
関
す
る
意
見
徴
収
な
ど
　
(
現
行

の
　
｢
投
稿
に
あ
た
っ
て
の
注
意
｣
は
『
学
会

短
信
』
第
二
六
号
参
照
の
こ
と
)

以
上
の
暴
認
｡

二
､
五
四
年
度
事
業
計
画

①
　
会
誌
発
行
計
画
を
次
の
と
お
り
決
定

第
一
号
｢
大
会
特
集
｣
原
稿
〆
切
　
八
月
末

第
二
号
｢
大
会
個
別
報
告
を
中
心
と
す
る
｣

原
稿
〆
切
　
十
l
月
末

第
三
･
四
号
｢
自
由
投
稿
を
中
心
と
す
る
｣

原
稿
〆
切
　
五
五
年
一
月
末

②
　
各
年
度
の
漁
業
経
済
研
究
の
｢
研
究
動
向
｣

を
ま
と
め
'
第
三
･
四
号
に
掲
載
す
る
｡
執

聾
者
に
は
早
急
に
依
樋
し
て
お
く
｡

こ
の
企
画
に
対
す
る
会
員
各
位
の
協
力
を
求

め
､
研
究
成
果
を
事
務
局
宛
送
付
し
て
頂
く
｡

(
こ
の
点
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

③
　
第
二
七
回
大
会
準
備

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ニ
T
I
マ
は
会
員
各
位
か
ら

の
意
見
を
集
約
L
t
　
七
月
末
の
在
京
理
事
会

で
大
綱
を
定
め
､
全
国
理
事
の
意
見
を
開
き

な
が
ら
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
決
定
す
る
｡

三
'
常
任
理
事
の
職
務
分
趣
を
決
め
る

総

　

　

務

　

大

海

原

　

宏

会
　
　
計
　
加
瀬
　
和
俊

編
　
　
集
　
小
野
征
1
郎

堀
口
　
健
治



漁業経済研究

漁業経済研究

漁業経済研究

漁業経済研究

漁業経済研究

漁業経済研究

服　大　服　中

部　海　部　居

原

昭　宏　昭　裕

〇〇〇〇〇〇〇〇0000000〇〇〇〇〇〇〇〇〇

｢漁業経済研究｣バックナンバー在庫案内

000000◇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〝　　3号

〝　　4号

15巻　且号

〝　　2号

/′

3,4合併号

16巻1号

漁業経済研究　′′　　2号

漁業経済研究　〝　　3号

漁業経済研究16巻　4号

漁業経済研究17巷1号

漁業経済研究　〝　　2号

漁業経済研究　〝

3,4合併号

漁業経済研究18巷

1,2合併号

漁業経済研究　〝　3号

漁業経済研究　〝　4号∴苧

800円

600円

600円

600円

600円

800円

800円

800円

1,500円

1,000円

1,000円

1,500円

1,000円

1,000円

-6-

四
､
そ
の
他

①
　
｢
投
稿
規
定
｣
案
の
作
成
は
編
集
担
当
､

｢
学
会
式
選
考
規
定
｣
案
は
総
務
担
当
が
原

案
作
成
に
当
り
､
次
回
の
在
京
理
事
会
に
提

出
す
る
｡

②
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
･
テ
ー
マ
に
関
し
て
若
干
意

見
を
出
し
合
っ
た
｡

◎
編
集
担
当
理
事
よ
り

二
　
会
誌
編
範
に
あ
た
っ
て

会
誌
編
鮭
を
担
当
す
る
理
事
は
､
前
記
し
た
理

事
四
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
､
こ
れ

ら
編
集
担
当
理
事
の
は
か
に
､
会
誌
ご
と
に
協
力

編
集
者
　
(
理
事
)
　
を
決
め
'
作
業
を
行
-
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
｡
第
言
方
の
編
集
に
は
'
長
谷

川
　
彰
理
事
の
敵
力
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
す
｡

二
､
漁
業
経
済
研
究
の
　
｢
研
究
動
向
｣
の
企
画
に
つ

い
て第
一
回
在
京
理
事
会
の
報
告
に
も
あ
り
ま
す
よ

ぅ
に
､
漁
業
経
済
研
究
の
　
｢
研
究
動
向
｣
を
ま
と

め

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

｡

つ

き

ま

し

て

は

'

会

｡
災
各
位
の
研
究
成
果
を
事
頗
局
あ
て
送
付
し
て
下

さ
い
｡

大
会
準
備


